
 

今期間，九州地方とその周辺でM4.0以上の地震は37回，M5.0以上は5回発生した．このうち最大

のものは，2015年7月13日に大分県南部で発生したM5.7の地震である． 

2015年5月～10月のM4.0以上の地震の震央分布を第1図(a)及び(b)に示す． 

主な地震活動は以下のとおりである． 

 

（1）奄美大島近海の地震（M5.1，最大震度5弱，第2図） 

2015年5月22日22時28分に奄美大島近海の深さ21kmでM5.1の地震（最大震度5弱）が発生した．
この地震は，陸のプレートの地殻内で発生した．発震機構（CMT解）は，北東－南西方向に張力
軸を持つ型である．1997年10月以降では，今回の地震の震央付近において，M4.0を超える地震が
しばしば発生している．1923年1月以降では，今回の地震の震央周辺において，M6.0以上の地震
が7回発生している．そのうち，1970年1月1日に発生したM6.1の地震（最大震度5）では，負傷者
5人，住家一部破損1,462棟などの被害が生じた（「日本被害地震総覧」による）．また，2001年
12月9日に発生したM6.0の地震（最大震度5強）では，住家一部損壊1棟などの被害が生じた（総
務省消防庁による）． 

 

（2）大分県南部の地震（M5.7，最大震度5強，第3図） 

2015年7月13日02時52分に大分県南部の深さ58kmでM5.7の地震（最大震度5強）が発生した．こ
の地震は，発震機構が北西－南東方向に張力軸を持つ型で，フィリピン海プレート内部で発生し
た．この地震により，大分県で負傷者3人，住家一部破損3棟などの被害を生じた（総務省消防庁
による）．1997年10月以降では，今回の地震の震源付近において，これまでM5.0以上の地震は発
生していなかった．1923年1月以降では，今回の地震の震央周辺において，M6.0以上の地震が7回
発生している．2014年3月14日に発生したM6.2の地震（最大震度5強）では，負傷者21人，住家一
部破損57棟などの被害を生じた．また，2006年6月12日に発生したM6.2の地震（最大震度5弱）で
は，負傷者8人，住家一部破損5棟の被害を生じた（総務省消防庁による）． 

 

（3）種子島近海の地震（M5.0，最大震度3，第4図） 

2015年8月17日20時40分に種子島近海の深さ7kmでM5.0の地震（最大震度3）が発生した．この地
震は，陸のプレートの地殻内で発生した．発震機構(CMT解)は，北北東－南南西方向に張力軸を持
つ正断層型である．その後最大震度1を観測する余震が1回発生した．1997年10月以降では，今回の
地震の震央付近において，M3.0以上の地震は発生していなかった．1923年1月以降では，今回の地
震の震央周辺において，M6.0以上の地震が時々発生している．1923年7月13日には，M7.3の地震が
発生し，中種子村で住家小破27棟などの被害が生じた．1996年9月9日にはM5.8の地震（最大震度4）
が発生し，軽傷者1人，住家半壊2棟などの被害が生じた（「日本被害地震総覧」による）．1996
年10月18日のM6.4の地震（最大震度4）では，種子島で17cmの津波を観測した． 

 

（4）日向灘の地震（M5.2，最大震度4，第5図） 

2015年8月26日07時51分に日向灘の深さ34kmでM5.2の地震（最大震度4）が発生した．この地震
は，発震機構が西北西－東南東方向に張力軸を持つ型で，フィリピン海プレート内部で発生した．
その後，震度1以上を観測した余震が1回発生した．1997年10月以降では，今回の地震の震源付近
において，M4.0以上の地震がしばしば発生するなど地震活動が活発な領域である．1923年1月以
降では，今回の地震の震央周辺において，M6.0以上の地震が時々発生している．最近では1996年
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10月19日にM6.9の地震（最大震度5 12月3日にM6.7の地震（最大震度5弱）が発生し，
cmなどの津波を観測している． 

 
（5 M5.3，最大震度3，第6図） 

2015年9月4日13時49 M5.3の地震（最大震度3）が発生した．この地震の
発震機構（CMT解）は，西北西－東南東方向に張力軸を持つ正断層型である．1997年10月以降で
は，今回の地震の震央付近において，M5.0以上の地震が時々発生している．1923年1月以降では，
今回の地震の震央周辺において，M6.0以上の地震が時々発生している．2009年10月30日にM6.8
の地震（最大震度4 18cm
観測した． 

 
（6 M4.1，最大震度4，第7図） 

 2015年10月3日04時09 9kmでM4.1の地震（最大震度4）が発生した．
この地震は，地殻内で発生した．発震機構（CMT
断層型である．1997年1月以降では，今回の地震の震源付近において，M2.0以上の地震が時々発
生していたがM4.0以上の地震は発生していなかった．1923年1月以降では，今回の地震の震央周
辺において，M6.0以上の地震が2回発生しており，1997年3月26日に発生したM6.6の地震（最大震
度5 2人，軽傷34 4棟，半壊31棟，一部破損2180棟などの被害を生じた．

5月13日に発生したM6.4の地震（最大震度6 1人，軽傷42 4
棟，半壊25棟，一部破損4818棟などの被害を生じた（「日本被害地震総覧」による）． 
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第1図(a) 九州地方とその周辺の地震活動 
（2015年5月～7月，M≧4.0，深さ≦700km） 

Fig.1(a)  Seismic activity in and around the Kyushu district 
 (May – July 2015, M≧4.0, depth≦700 km). 

 
第1図(b) つづき（2015年8月～10月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig.1(b)  Continued (August – October 2015, M≧4.0, depth≦700 km). 
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2015年５月22日22時28分に奄美大島近海の
深さ21kmでM5.1の地震（最大震度５弱）が発生
した。この地震は、陸のプレートの地殻内で発
生した。発震機構（CMT解）は、北東－南西方
向に張力軸を持つ型である。 
1997年10月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央付近（領域ａ）では、地震活動が活発な
領域で、M4.0を超える地震がしばしば発生して
いる。 
 1923年１月以降の地震活動を見ると、今回の
地震の震央周辺（領域ｂ）では、M6.0以上の地
震が７回発生している。そのうち、1970年１月
１日に発生したM6.1 の地震（最大震度５）で
は、負傷者５人、住家一部破損1,462 棟などの
被害が生じた(「日本被害地震総覧」による) 。
また、2001年12月９日に発生したM6.0 の地震
（最大震度５強）では、住家一部損壊１棟など
の被害が生じた（総務省消防庁による）。

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年５月 31 日、 

深さ０～100km、M≧5.5） 

５月 22 日 奄美大島近海の地震 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｂ 

今回の地震の震央位置 

奄美大島 

ａ 
奄美大島 

今回の地震 

奄美大島 

海溝軸 

2015 年５月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

徳之島 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年５月 31 日 

深さ０～30km、M≧2.5） 

徳之島 

喜界島 

喜界島 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 
（2015 年５月 22 日～31 日、Ｍ≧1.0） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

第2図 2015年5月22日 奄美大島近海の地震 
Fig.2  The earthquake near Amami-Oshima Island on May 22, 2015. 
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領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

 

 2015年７月13日02時 52分に大分県南部の深
さ 58km で M5.7 の地震（最大震度５強）が発生
した。この地震は、発震機構が北西－南東方向
に張力軸を持つ型で、フィリピン海プレート内
部で発生した。この地震により、大分県で負傷
者３人、住家一部破損３棟などの被害を生じた
（総務省消防庁による）。今回の地震の震源付近
ではその後も活動が見られるが、余震活動は低
調に経過している。 
 1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地震
の震源付近（領域ｂ）では、これまで M5.0 以上
の地震は発生していなかった。 

1923 年１月以降の活動を見ると今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震が７
回発生している。2014 年３月 14 日に発生した
M6.2 の地震（最大震度５強）では、負傷者 21
人、住家一部破損 57 棟などの被害を生じた。ま
た、2006 年６月 12 日に発生した M6.2 の地震（最
大震度５弱）では、負傷者８人、住家一部破損
５棟の被害を生じた（被害は総務省消防庁によ

る）。 

７月 13 日 大分県南部の地震 
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震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年７月 31 日、

深さ 30～150km、M≧1.5） 

今回の地震 

宮崎県 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ｂ 

Ａ 

Ｂ

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年７月 31 日、 

深さ 30～150km、M≧4.5） 

 
（2015 年７月 13 日～31 日、M≧0.5） 

ｃ

大分県 

今回の地震 

2015 年７月の地震を濃く表示 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影）

Ａ Ｂ

熊本県 

大分県 

今回の地震 

第3図 2015年7月13日 大分県南部の地震 
Fig.3  The earthquake in the southern part of Oita prefecture on July 13, 2015. 
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領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

 2015 年８月 17 日 20 時 40 分に種子島近海の深さ
７km で M5.0 の地震（最大震度３）が発生した。こ
の地震は、陸のプレートの地殻内で発生した。発震
機構(CMT 解)は、北北東－南南西方向に張力軸を持
つ正断層型である。その後最大震度１を観測する余
震が１回発生した。余震はほぼ収まっている。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地震の
震央付近（領域ａ）では、M3.0 以上の地震は発生し
ていなかった。 

1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地震の震
央周辺（領域ｂ）では、M6.0 以上の地震が時々発生
している。1923 年７月 13 日には、M7.3 の地震が発
生し、中種子村で住家小破 27 棟などの被害が生じ
た。1996 年９月９日には M5.8 の地震（最大震度４）
が発生し、軽傷者１人、住家半壊２棟などの被害が
生じた（「日本被害地震総覧」による）。1996 年 10
月 18 日の M6.4 の地震（最大震度４）では、種子島

で 17cm の津波を観測した。 

８月 17 日 種子島近海の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年８月 31 日、

深さ０～100km、M≧5.0） 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年８月 31 日、

深さ０～30km、M≧2.0） 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

 

（2015 年８月 17 日～31 日、M≧1.0） 

ｂ

今回の地震 

ａ 
今回の地震 

屋久島 

種子島 

2015 年８月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

口永良部島 

130°20′ 130°40′ 131°E 131°20′

第4図 2015年8月17日 種子島近海の地震 
Fig.4  The earthquake near Tanegashima Island on August 17, 2015. 
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領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

 2015 年８月 26 日 07 時 51 分に日向灘の深さ
34km で M5.2 の地震（最大震度４）が発生した。
 この地震は、発震機構が西北西－東南東方向
に張力軸を持つ型で、フィリピン海プレート内
部で発生した。その後、震度１以上を観測した
余震が１回発生した。余震はほぼ収まっている。
 1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地震
の震源付近（領域ｂ）は、M4.0 以上の地震がし
ばしば発生するなど地震活動が活発な領域であ
る。 

1923 年１月以降の活動を見ると今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震が時々
発生している。最近では 1996 年 10 月 19 日に
M6.9 の地震（最大震度５弱）、同年 12 月３日に
M6.7 の地震（最大震度５弱）が発生し、ともに
高知県で十数 cm などの津波を観測している。 

８月 26 日 日向灘の地震 
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震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年８月 31 日、

深さ０～100km、M≧2.0） 

今回の地震
宮崎県 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ｂ 

Ａ 

Ｂ 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年８月 31 日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

 
（2015 年８月 26 日～31 日、M≧1.0） 

 

ｃ 

宮崎県 

今回の地震 

2015 年８月の地震を濃く表示 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ

熊本県 

鹿児島県 

愛媛県 

今回の地震 

「1968 年日向灘地震」

Ｂ 

 
第5図 2015年8月26日 日向灘の地震 
Fig.5  The earthquake in the Hyuganada Sea on August 26, 2015. 
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 2015年９月４日13時49分に奄美大島北東沖で
M5.3の地震（最大震度３）が発生した。この地震
の発震機構（CMT解）は、西北西―東南東方向に
張力軸を持つ正断層型である。 
 1997年10月以降の地震活動を見ると、今回の地
震の震央付近（領域ａ）では、M5.0以上の地震が
時々発生している。 

1923年１月以降の地震活動を見ると、今回の地
震の震央周辺（領域ｂ）では、M6.0以上の地震が
時々発生している。2009年10月30日にM6.8の地震
（最大震度４）が発生し、枕崎で18cmの津波を観
測したほか、鹿児島県と沖縄県で津波を観測し
た。 

９月４日 奄美大島北東沖の地震 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年９月 30 日、 

深さ０～90km、M≧5.0） 

今回の地震 

奄美大島 

喜界島

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年９月 30 日、

深さ０～90km、M≧2.5） 
2015 年９月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

今回の地震

奄美大島 

喜界島 

屋久島 

種子島 

海溝軸 

ｂ 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

屋久島 

種子島

諏訪之瀬島 

第6図 2015年9月4日 奄美大島北東沖の地震 
Fig.6  The earthquake northeast off Amami-Oshima Island on September 4, 2015. 
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震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年 10 月 31 日、

深さ０～40km、M≧4.0） 

10 月３日 鹿児島県薩摩地方の地震 

 2015年 10月３日04時09分に鹿児島県薩摩地
方の深さ９km で M4.1 の地震（最大震度４）が発
生した。この地震は、地殻内で発生した。発震
機構（CMT 解）は、北西－南東方向に張力軸を持
つ横ずれ断層型である。 
 1997 年１月以降の活動を見ると、今回の地震
の震源付近（領域ａ）では、M2.0 以上の地震が
時々発生していたが、M4.0 以上の地震は発生し
ていなかった。 
1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ｂ）では、M6.0 以上の地震が
２回発生しており、1997 年３月 26 日に発生した
M6.6 の地震（最大震度５強）では、重傷２人、
軽傷 34 人、住家全壊４棟、半壊 31 棟、一部破
損 2180 棟などの被害を生じた。また、同年５月
13 日に発生した M6.4 の地震（最大震度６弱）で
は、重傷１人、軽傷 42 人、住家全壊４棟、半壊
25 棟、一部破損 4818 棟などの被害を生じた（被
害は共に「日本被害地震総覧」による）。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1997 年１月１日～2015 年 10 月 31 日、

深さ０～20km、M≧1.0） 
2015 年 10 月の地震を濃く表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の地震 
ｂ 

鹿児島県 

熊本県 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

図中の細線は、地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。

出水 

断層帯

水俣断層帯

布田川断層帯・日奈久断層帯 

甑断層帯 

ａ 

鹿児島県 

熊本県 

今回の地震 

CMT 

CMT 

出水断層帯

水俣断層帯

布田川断層帯・日奈久断層帯 

甑断層帯 

図中の細線は、地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。

第7図 2015年10月3日 鹿児島県薩摩地方の地震 
Fig.7  The earthquake in Satsuma region, Kagoshima prefecture on October 3, 2015. 
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